
2023.433

・
築
城
年
…
応お
う
え
い永

年
間（
１
３
９
４
～
１
４
２
８
）頃

・
築
城
者
…
大お
お
ぜ
き
ま
す
き
よ

関
増
清（
諸
説
あ
り
）

・
城
主
…
大
関
家

　

白
旗
城
は
、
室
町
時
代
に
大
関
増
清
が
築
い
た
と

い
わ
れ
る
山
城
で
す
。
大
関
家
が
、
戦
国
時
代
の
天

正
４（
１
５
７
６
）年
に
黒
羽
城
に
移
る
ま
で
本
拠
と

し
ま
し
た
。
現
在
は
市
指
定
史
跡
と
な
り
、曲く
る
わ輪
（
人

工
的
な
斜
面
や
堀
な
ど
で
守
ら
れ
て
い
る
広
場
）
跡

や
堀
跡
が
遺の
こ

っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
白
旗
と
い
う
名
前
は
、
源
義
経
が
平
泉

か
ら
兄
・
頼
朝
の
も
と
に
馳は

せ
参
じ
る
際
、
山
に
白

旗
を
立
て
て
軍
勢
を
集
め
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
時
参
陣
し
た
の
が
那な
す
じ
ゅ
う
ろ
う
た
め
た
か

須
十
郎
為
隆
と

与
一
の
那
須
家
兄
弟
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
旗
城
の
あ
る
余
瀬
と
い
う
地
名
は
、
軍

勢
を
「
寄よ

せ
（
→
よ
ぜ
）」
集
め
た
こ
と
に
由
来
す

る
と
い
い
ま
す
。

【
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

北
那
須
の
雄
・
大
関
家
が
黒
羽
城
に
移
る
前
に
使

っ
て
い
た
城
で
す
。
城
の
東
側
に
は
、
芭
蕉
も
訪
れ

た
鹿か
の
こ子

畑は
た

翠す
い
と
う桃

邸
跡
が
あ
り
ま
す
。
城
の
南
側
に
は
、

与
一
が
屋
島
合
戦
の
後
に
矢
竹
を
奉
納
し
た
と
い
う

直す
ぐ
の箟

神
社
も
あ
り
ま
す
。

▼
駐
車
場
…
あ
り
（
若
干
数
）

※
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
や
那
須
神
社
か
ら
徒
歩
約

25
分

▼
案
内
板
…
あ
り
（
駐
車
場
付
近
）
▼
史
跡
内
は
私

有
地
の
た
め
、
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

イ
チ
オ
シ
！

イ
チ
オ
シ
！    

市
内
の

市
内
の
城城じ

ょ
う
か
ん

じ
ょ
う
か
ん館館

め
ぐ
り

め
ぐ
り

特
集
特
集

白白し
ら
は
た
じ
ょ
う

し
ら
は
た
じ
ょ
う

旗
城
旗
城
（
余
瀬
）

（
余
瀬
）

　　

市
内
に
あ
っ
た
城
や
館
と
い
う
と
、

市
内
に
あ
っ
た
城
や
館
と
い
う
と
、

黒
羽
城
や
大
田
原
城（

黒
羽
城
や
大
田
原
城（
龍龍
り
ゅ
う
じ
ょ
う

り
ゅ
う
じ
ょ
う城城
公
園
）、

公
園
）、

佐
久
山
城（

佐
久
山
城（
御御ご
て
ん
や
ま

ご
て
ん
や
ま

殿
山
殿
山
公
園
）を
ま
ず
思

公
園
）を
ま
ず
思

い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。現
在
、こ
れ
ら
は
公
園
と
し
て
整

か
。現
在
、こ
れ
ら
は
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、身
近
な
存
在
と
し

備
さ
れ
て
お
り
、身
近
な
存
在
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
市
内
に
は
、ほ
か
に
も
多

　

し
か
し
市
内
に
は
、ほ
か
に
も
多

く
の
城
館
跡
が
あ
り
、大
田
原
市
が

く
の
城
館
跡
が
あ
り
、大
田
原
市
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
5959
か
所
あ

か
所
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

今
回
は

　

今
回
は
5959
か
所
の
城
館
跡
の
中
か

か
所
の
城
館
跡
の
中
か

ら
、選
り
す
ぐ
り
の
５
件
を
ご
紹
介

ら
、選
り
す
ぐ
り
の
５
件
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

し
ま
す
。

大関家が記録した白旗城の絵図大関家が記録した白旗城の絵図
（『（『多多

た じた じ

治治比比
ひ け いひ け い

系系伝伝
でんでん

』巻十、黒羽芭蕉の館所蔵）』巻十、黒羽芭蕉の館所蔵）

▲白旗城跡▲白旗城跡

▼湯坂川▼湯坂川

大田原城跡（龍城公園）の桜



42023.4

・
築
城
年
…
不
明（
戦
国
時
代
？
）

・
築
城
者
…
不
明

・
城
主
…
那
須
家

　

福
原
城
は
箒
川
右
岸
の
丘
陵
に
築
か
れ
た
山
城
で
、
お
城
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

上か
み

那な

す

け
須
家（
与
一
の
末
裔
で
那
須
家
の
本
家
）が
滅
亡
し
た
場
所
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
堀
や
曲
輪
跡
な
ど
が
き
れ
い
な
状
態
で
遺
っ
て
い
ま
す
。
特
に
本
丸
南
側
の

深
い
堀
は
、
黒
羽
城
や
大
田
原
城
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
雄
大
で
す
。

【
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

近
く
に
は
、
北
き
た
お
か
じ
ょ
う

岡
城
跡
や
与
一
の
墓（
那
須
氏
墓
碑
）、
福ふ
く
わ
ら
は
ち
ま
ん
ぐ
う

原
八
幡
宮
、
金こ
ん
ご
う
じ
ゅ
い
ん

剛
寿
院
、

愛あ
た
ご
さ
ん

宕
山（
那
須
与
一
の
碑
）な
ど
、
与
一
や
那
須
家
ゆ
か
り
の
史
跡
や
古こ
し
ゃ
こ
さ
つ

社
古
刹
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
歩
い
て
１
～
２
時
間
程
度
で
見
学
で
き
ま
す
。

▼
駐
車
場
…
な
し　

▼
案
内
板
…
な
し

▼
史
跡
内
は
私
有
地
の
た
め
、
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

高高た
か
だ
て
じ
ょ
う

た
か
だ
て
じ
ょ
う

館
城
館
城
（
大
輪
）

（
大
輪
）

福福ふ
く
わ
ら
じ
ょ
う

ふ
く
わ
ら
じ
ょ
う

原
城
原
城
［［
要要よ
う
が
い
じ
ょ
う

よ
う
が
い
じ
ょ
う

害
城
害
城
］（
福
原
）

］（
福
原
）

・
築
城
年
…
平
安
時
代
末
期（
？
）

・
築
城
者
…
那な

す須
資す
け
た
か隆（
諸
説
あ
り
）

・
城
主
…
那
須
家
、
川
田
家（
諸
説
あ
り
）

　

高
館
城
は
、
標
高
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
那
珂
川
か
ら
の
高
さ
が
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル

と
い
う
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
地
形
に
築
か
れ
た
山や
ま
じ
ろ城
で
す
。
築
城
者
は
、
那な
す
の
よ
い
ち
む
ね
た
か

須
与
一
宗
隆
の
父
・
資す
け
た
か隆

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
与
一
は
、
高
館
城
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
堀
跡
や
曲
輪
跡
が
遺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
丸
跡
は
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

本
丸
跡
か
ら
は
、
那
珂
川
や
那
須
野
が
原
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

那
須
野
が
原
を
眺
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
と
御こ
て
や
さ
ん

亭
山
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
高
館
城
か

ら
の
絶
景
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

▼
駐
車
場
…
あ
り（
本
丸
跡
手
前
）
▼
案
内
板
…
あ
り（
本
丸
跡
）

福原城福原城

信号機のある交差点信号機のある交差点

現在の福原郵便局現在の福原郵便局

現在の県道 285 号線現在の県道 285 号線

高館城本丸跡（ミニ展望台）から見た西側の風景高館城本丸跡（ミニ展望台）から見た西側の風景

本丸跡は公園になっています本丸跡は公園になっています

▲福原城跡▲福原城跡
▲箒川▲箒川

福原城周辺の絵図福原城周辺の絵図
（那須与一伝承館所蔵）（那須与一伝承館所蔵）



2023.45

・
築
城
年
…
不
明（
戦
国
時
代
前
期
？
）

・
築
城
者
…
大お
お
た
わ
ら
や
す
き
よ

田
原
康
清（
諸
説
あ
り
）

・
城
主
…
大
田
原
家

　

水
口
館
は
、
戦
国
時
代
の
前
期
頃
に
作
ら
れ
た
と
伝
わ
る
館
で
す
。

戦
国
時
代
中
頃
の
天て
ん
ぶ
ん文

12（
１
５
４
３
）年
な
い
し
天
文
14（
１
５
４
５
）

年
に
大
田
原
資す
け
き
よ清
が
大
田
原
城
を
築
く
ま
で
、
大
田
原
家
の
本
拠
と
し

て
使
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
、
那
須
赤
十
字
病
院
の
北
側
に

土ど
る
い塁（
土
を
盛
っ
た
防
壁
）が
遺
っ
て
い
ま
す
。

【
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

大
田
原
家
の
由
緒
に
も
関
わ
る
場
所
と
し
て
、
大
変
重
要
な
場
所
で

す
。
ま
た
、
東
側
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
は
、
光こ
う
し
ん
じ

真
寺
に
移
る

前
の
大
田
原
家
の
墓
所
も
あ
り
ま
す
。

▼
駐
車
場
…
な
し　

▼
案
内
板
…
あ
り（
薬
局
の
敷
地
の
側
）

▼
史
跡
内
は
私
有
地
の
た
め
、
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
暖
か
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
市
内
の
城

館
め
ぐ
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
テ
ー
マ
展
】

　
「
徳
川
家
康
と
大
田
原
城
」

●
日
程
…
４
月
29
日
㊏
～
６
月
18
日
㊐

●
場
所
…
那
須
与
一
伝
承
館

【
パ
ネ
ル
展
】

　
「
絵
図
と
現
況
写
真
で
巡
る
黒
羽
城
跡
」

●
日
程
…
４
月
22
日
㊏
～
５
月
14
日
㊐

●
場
所
…
黒
羽
芭
蕉
の
館

※
詳
細
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
今
月
号

19
～
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水水み
な
く
ち
や
か
た

み
な
く
ち
や
か
た

口
館
口
館
（
町
島
）

（
町
島
）

お
わ
り
に

お
わ
り
に

佐佐さ

ら

ど

さ

ら

ど
良
土
良
土
館館や
か
た

や
か
た（
佐
良
土
）

（
佐
良
土
）

・
築
城
年
…
不
明（
戦
国
時
代
？
）

・
築
城
者
…
不
明

・
城
主
…
佐
良
土
家
、
那
須
家
（
諸
説
あ
り
）

　

佐
良
土
館
は
、
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
湯
津
上
村
役
場
）

の
東
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ
っ
た
館
で
す
。

　

天
正
18（
１
５
９
０
）年
、
那
須
家
の
当
主
・
資す
け
は
る晴

は
、
豊
臣
秀
吉
に

逆
ら
っ
た
た
め
領
地
を
没
収
さ
れ
、
居
城
の
烏
山
城
か
ら
追
放
さ
れ
ま

し
た
。
烏
山
城
を
去
っ
た
資
晴
は
、
こ
の
佐
良
土
館
に
入
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
堀
跡
や
土
塁
が
遺
っ
て
い
ま
す
。

【
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

戦
国
時
代
の
土
塁
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
く
に
は
、

な
か
が
わ
水
遊
園
や
光こ
う
ま
る
さ
ん

丸
山
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
良
土
地
区
で
は
、
各
所
に
屋
号
の
看
板
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、「
お
城
」
と
書
か
れ
た
屋
号
も
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
…
な
し（
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
徒
歩
約
３
分
）

▼
案
内
板
…
あ
り（
土
塁
の
前
）

▼
史
跡
内
は
私
有
地
の
た
め
、
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

大田原家の墓所大田原家の墓所

▲佐良土館跡▲佐良土館跡

▲土塁▲土塁

▲交流センター▲交流センター

▲光丸山▲光丸山

写真右奥が那須赤十字病院側写真右奥が那須赤十字病院側

街道沿いには屋号が並んでいます街道沿いには屋号が並んでいます

　

那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

大
田
原
城
・
黒
羽
城
の

展
示
会
開
催
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